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理
性
で
は
理
解
し
得
な
い
不
思
議
な
感
情
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一

直
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足
歩
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三

人
間
だ
け
が
固
有
に
も
っ
て
い
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と
信
じ
て
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意
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や
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な
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機
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ク
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が
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心
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を
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持
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な
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と
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言
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切
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ず
、
判
断
が
で
き
な
い
か
ら
。
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い
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に
共
感
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、
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で
手
助
け
を
し
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と
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由
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盲
だ
が
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ょ
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を
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。
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を
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で
い
た
。
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を
、
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里
さ
ん
は
難
な
く
克
服
し
て
い
た
。

●全
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の
由
里
が
全
身
で
登
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し
た
達
成
感
と
喜
び
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
か
ら
。
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問
七

「
機
械
に
『
意
識
』
や
『
心
』
が
宿
る
こ
と
は
な
い
と
断
言
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、
ク
ロ
ー
ン
人
間
が
必
ず
『
意
識
』
や

『
心
』
を
持
つ
と
も
言
い
切
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

五

問
七

「
全
身
を
耳
に
し
て
、
感
じ
取
れ
る
す
べ
て
の
も
の
を
、
じ
っ
と
心
の
目
で
見
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
」
に
山
頂
を
か
み

し
め
、
涙
を
流
し
「
な
に
も
か
も
が
う
れ
し
い
だ
け
」
と
か
ら
だ
を
震
わ
せ
て
い
る
由
里
の
姿
に
、
高
志
は
共
感
し
、
感
動
し

て
い
る
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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